







































































地区 庁府県 中学校・設立年。（ ）は現在の校名
実施
状況
音 楽 教 員








































































































































































































































































































































合計 19（12） 12（0） 16 47（12）
備考：（）内は東京音楽学校卒業生の人数で内数である。
横田三郎は福岡中学がそれぞれの兼務先である。昭
和7年から教えた者では，京都一中の瀬野作平は
園部中学と桃山中学，第一岡山中学の細田透は第二
岡山中学がそれぞれの兼務先である。
３．「一中」の音楽教育の実態
昭和6年当時，中学での音楽教育の実施は，地
元の新聞記事になった。たとえば，静岡県の「静岡
民友」は，静岡中学以下，県内12中学にピアノ1
台と音楽教員を配置するために9564円の予算を組
んだことを報じた（静岡県立静岡高等学校2003：
12）。愛媛県の「海南新聞」は，「ピアノくらいは
ひけなければならない」という松山中学校長の談話
を掲載した（愛媛県立松山東高等学校1978： 310）。
弘前中学には，音楽のための予算はおりなかったよ
うで，「弘前新聞」は，「音楽には前から学校にある
こはれオルガンを引っぱり出して，新任の石山先生
（筆者注．石倉金庫を指し，石山は誤り。専門は国
語）が教授することになってゐます」という教頭
の談話を掲載した（青森県立弘前高等学校1993：
234）。
週1時間でもこれほど話題性があった「一中」
の音楽教育について，以下，地方の中学校から松江
中学と富山中学の2校，都市部の中学校から京都
一中と東京府立一中の2校，合計4校を選び，実
態をみていく。
①松江中学の場合
明治時代，ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）が
教えたこともある松江中学は，『松江北高等学校百
年史』によれば，昭和6年の改正に大いに面食ら
い，島根県内の6中学（松江，三刀屋，大社，浜
田，大田，津和野）ともども，「殆ど申訳的に」（811
頁）音楽教育を始めた。松江中学では，「広い講堂
をこれ（筆者注．音楽教室）にあて，楽器は三大節
と卒業式の外は使ったことのない古ぼけたオルガン
を使用した。二学級を一組として，百名ずつ一週一
時間の授業で，指導師として附属小学校から大久保
講師を迎えた」（811－813頁）という。松江中学で
は，島根県師範学校附属小学校の訓導である大久保
博章（島根県師範学校卒）を嘱託教員として採用し
（在職期間は昭和5年3月から同12年3月まで），
講堂において，学校行事用のオルガンを使い，1ク
ラス100名もの多人数授業であった（島根県立松江
北高等学校1976）。
②富山中学の場合
『冨中冨高百年史』によれば，富山中学では，昭
和6年以前に唱歌教育を実施した時期があった。
すなわち，明治43年5月から大正2年5月まで，
富山県出身で富山高女教員の古瀬紋吉（富山県師範
学校，東京音楽学校甲種師範科明治43年卒）が唱
歌を指導した。また，大正13年に音楽部が創設さ
れ，生徒たちは声楽やハーモニカを練習していた。
学内に好楽的雰囲気があったので，富山中学では，
松江中学のような困惑はなく，昭和6年度入学生
から音楽の授業を実施できた。授業数は，1，2，3
年で週1時間ずつであった。教科書は，やはり富
山県出身の音楽教育家である福井直秋（東京音楽学
校舊甲種師範科明治35年卒）の『中等唱歌読本』
を使用した。富山中学の音楽教員の関本駒之助の音
楽歴と待遇は不明であるが，昭和6年4月から同
17年（月は不明）まで在職し，音楽のほかに習字
も担当したらしい（富山県立富山高等学校1985）。
③京都第一中学の場合
京都一中は，湯川秀樹，朝永振一郎という日本で
最初と2番目のノーベル賞受賞者の出身校であり
（ともに大正12年卒），湯川，朝永のように，第三
高等学校，京都帝国大学への進学希望者が多数入学
した。『京都一中洛北高校百年史』によれば，京都
一中は，すでに京都尋常中学校時代（明治20年～
32年）から，中学校令で定められた唱歌（第五学
級と第四学級で週2時間ずつ）は実施せず，その
分，受験科目である英語や数学の授業時間を増やし
ていた。昭和6年の改正に際しては，「音楽科 昭
和6年新設 1～2年 週一時間」（279頁）という
記述から察せられるように，淡々と対応したようで
ある（京都府立洛北高等学校1972）。ただし，表1
によれば，京都一中では昭和6年度には音楽教員
を配置しておらず，翌7年度から瀬野作平（東京
音楽学校甲種師範科大正14年卒）が担当した。
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④東京府立第一中学の場合
かつて，トップエリートコースは「一中→一高→
帝大」と言われたように，東京府立一中は，第一高
等学校，東京帝国大学への最多合格者を出していた。
その一方で，府立一中は，京都一中とは異なり，明
治以来，音楽教育を実施していた。『日比谷高校百
年史』上巻によれば，府立一中の音楽教育は，代々，
嘱託教員が担当し，次に示すように，最初の一人を
のぞき，東京音楽学校卒業生が指導した。
石田清輔 明治21年～明治24年在職。音楽
歴不明。
野村成仁 明治33年～明治39年在職。東京
音楽学校師範部 明治28年卒。
鎗田倉之助 明治39年～明治45年在職。東京
音楽学校器楽部 明治39年卒。
梁田貞 明治45年～昭和24年在職。東京
音楽学校本科声楽部 明治39
年卒。大正 3年研究科声楽部
修了，大正 7年研究科作曲部
修了。
石田時代の唱歌は低調で，短期間で打ち切られた
が，第7代校長の勝浦鞆雄（明治23年～42年）は，
情操教育も重視する観点から，野村を採用して1，
2年生に唱歌の授業を再開した。府立一中には好楽
の生徒が多く，3年以上の有志は，学友会に音楽科
（のち音楽部と改称）を創設して唱歌を学んだほど
である。明治37年には音楽教室も完成した。した
がって，昭和6年の改正に際しても，府立一中の
音楽教育は従来通りであった。
『日比谷高校百年史』中巻によれば，歴代の音楽
教員の中でも，梁田貞は，嘱託の身分のままで38
年間も指導し，多くの生徒たちから敬愛された。東
京音楽学校研究科在学中に赴任した梁田は，新進声
楽家であり，大柄でオールバックの髪をなびかせ，
生徒がつけたあだ名は「ライオン」であった。梁田
に西洋歌曲を原語で歌わせられた生徒たちは，卒業
後も忘れずに愛唱した。梁田自身は，オペラのアリ
アはもちろん，故郷の北海道民謡である江差追分も
得意で，北原白秋の詩による歌曲「城ヶ島の雨」
（雨は降る降る，城ヶ島の磯に）を作ったときには，
さっそく，生徒たちに歌い聞かせた。矢野一郎（大
正５年卒。第一生命取締役）は「木立の中の離れ家
だった音楽教室は，生徒にとってはまるで別天地の
オアシスの様だった」（763頁）と回想している（東
京都立日比谷高等学校1979）。
４．男子音楽教育元年
昭和6年当時，全国の「一中」は，開校から30
年から60年以上経過していたが，明治34年の中学
校令施行規則に「当分之ヲ欠クコトヲ得」とある以
上，大部分が唱歌には消極的であり，唱歌を実施す
るような東京府立一中の方が珍しかった。むしろ，
名目だけの唱歌の時間を，校長の判断で外国語や数
学のような受験科目にあてることが行なわれ，それ
も，仙台一中のように，「本校の性格上かかる措置
がとられるのは当然の事」（宮城県立仙台第一高等
学校1993：102）という認識だったのである。し
たがって，昭和6年の中学校の音楽の必修化は，
第一種，第二種課程の設置という，明治以来の中学
校令施行規則の大幅な改正に組み入れられていたた
めに実現したと言えるだろう。昭和6年は，実質
的に，男子音楽教育元年であった。
しかしながら，昭和 6年の時点では，全国の
「一中」にあたる中学校47校のうち，音楽の専科教
員を配置していた中学は4割，兼担教員を配置し
ていた中学は3割，音楽教員を配置していなかっ
た中学は3割という結果であった。男子音楽教育
の出足は鈍く，音楽の必修化は，週1時間とはい
え，多くの中学にとって，予算面でも，教員人事面
でも，そして心理面でも，少なからぬ負担を強いる
ものであった。ただし，過去に唱歌教育を実施した
経験のある中学や，音楽部が活動していた中学では，
比較的順調に音楽教育を実施できていた。それでも，
翌7年までには，ほとんどの「一中」が，授業の
程度は「申訳的」から「別天地のオアシス」までさ
まざまであるものの，専科教員または兼担教員によっ
て音楽教育の実施にこぎつけた。
全国の「一中」は，庁府県を代表する「一中」と
いう矜持があるために，昭和6年の改正に際して，
音楽教育を実施せざるを得なかったと考えられる。
同時に，「一中」は進学校であるために，音楽教育
は必要最小限にとどめた。音楽は，教養的な科目と
して1，2年または1，2，3年で週1時間の授業を
行なう。これが「一中」としての限界であった。管
昭和６年音楽必修化への旧制中学校の対応について
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見の限り，3年以上または4年以上でも音楽教育を
実施するような「一中」は見いだせなかった。むし
ろ，週1時間の授業であれば，わざわざ音楽の専
任教員を置かず，他の教科の教員にかけもちさせた
り，音楽専科の教員を嘱託の身分で採用する事例が
全国で見られた。音楽の必修化に対して，全国の
「一中」は，まずは文部省向けに，「実施する」とい
う姿勢を見せたのである。
注．
（1）全国の「一中」にあたる中学校は，八幡（2008）
を参照した。なお，「一中」は，大多数は庁府県
庁所在地に設立されたが，そうではない例もある。
青森県の弘前中学，福島県の安積中学，長野県の
松本中学，滋賀県の彦根中学，奈良県の郡山中学，
兵庫県の姫路中学は，県庁所在地に先んじ，かつ
ての城下町に設立された「一中」である。
（2）金沢一中は，昭和9年に第一種，第二種が設置
された（石川県立金沢泉丘高等学校1993）。『中
等教育諸学校職員録』昭和9年度版によれば，
金沢一中では，英語専門の山本協一が兼担で音楽
を教えた。福井中学では，『中等教育諸学校職員
録』昭和11年度版にようやく音楽の専科教員と
して田中清賢（音楽歴と待遇については不明）の
名が見える。
（3）東京音楽学校卒業生については，『東京音楽学
校一覧』大正15年度版別冊，昭和2年度版，『東
京音楽学校・第四臨時教員養成所一覧』昭和3，
4，5，6年度版（以上，国立国会図書館蔵）を参
照した。
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